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建築BIM推進会議における検討や建築BIMの推進に向けた取り組みの状況
BIMによる建築確認申請について
海外におけるBIM動向（ドイツ・ベルリンサミット報告） ―生成AI・IoT分野とのopenBIM連携へ―

都市再生機構におけるBIM活用の取り組み ―集合住宅設計BIM ガイドラインの策定―

発注者にとって本当に必要なBIMとは ―開発と運用のはざまで― （続・BIMとはナンナノカ）

CDE戦国時代における共通データ環境（CDE）の現状と展望
― 決して1つに固定する必要はないCDE運用およびデータ連携設計―

BIMの共創環境と人材育成の取り組み
BIMによる施工プロセスを変革する挑戦と未来構想
―100年の歴史を持つ鍜治田工務店が挑むBIM戦略と若手育成、現場活用の最前線―

躯体専門工事会社のBIM活用成功例 ―10～20代社員が5割を超える若いパワーで活用拡大へ―

中小ゼネコンでもここまでできる ―生成AIが切り開くBIM活用と実務改革の最前線―

設備会社におけるBIM・DX推進 ―BIMを「マネジメント」として活用し、独自のデータエコシステムを構築する―

設備データマネジメントによりもたらされる環境配慮、空間価値
BIMモデルから環境性能と環境シミュレーションを一発算出！ ―建築GXを当たり前にするツール開発―

現在の建築積算とBIM積算に向けて
建設業界でのBIMの動向に沿った概算／積算BIMソリューション
―関係者の合意形成の“場”としての「COST-CLIP」と「Helios Link」―
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国土交通省におけるBIM/CIMの取り組みについて
―BIM/CIMによる設計から施工へのデータ連携の推進―

BIM/CIM積算によるデータ連携の取り組みの動向
―わが国産学官チームが国際賞openBIM Awardsで日本初の部門最優秀賞受賞！―

関東地方整備局におけるBIM/CIMの取り組み ― 令和７年度は、関東インフラDXをさらに加速させます！―

北陸地方整備局におけるDX推進の取り組み
中部地方整備局におけるDX推進の取り組み
―BIM/CIMは“技術”ではなく“文化”へ　次世代の土木の担い手を育てる―

中国地方整備局におけるBIM/CIMの取り組み
山口県における建設DXの取り組み ―持続可能な建設産業の構築へ地域におけるチャレンジ―

NEXCO中日本におけるBIM/CIMの取り組み
―i-Constructionの全面展開とBIM/CIM全面適用―

海外におけるインフラBIMの最近の動向
生成AIでBIM/CIMモデルを自動作成！―中央コンサルタンツ×Malmeの挑戦―
イメージをそのまま形にする“Vision to Model”を目指して

地方発！i-construction2.0自動化施工への挑戦
―Automatic-Construction-Project 始動！―

橋梁エンジニア会社の溝橋調査ロボット開発への挑戦！
建設の未来を変える！建設ITスタートアップ
積算資料単価データベース他提携ソフト
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C o n t e n t s 2 2026

掲載製品・サービス索引＆資料請求シート

CCUS管理や施工体制台帳の作成をクラウドで一元化。現場運営の効率化が大幅向上

堤防・樋管設計で平均57％の省力化を実現 ―3D設計システムが変えた業務プロセス

STRAXcubeで進化する3D道路設計とトンネル設計検討機能
―DXで設計思想を可視化。効率・品質・教育を同時に実現―

若手が活躍 道路設計の3D化を推進！

顧客に寄り添った暑熱／換気課題の改善 ―手厚いサポートで気流解析を使った提案を短時間で実現！―

「Catenda Hub（CDE）」を活用したオープンなBIMが生産性向上に大きく貢献

BIMによる展開で多様な業務への提案基盤強化

制約が多い都市部ビル屋上の高圧受電設備を
K-D2 PLANNERでスムーズに交換点群＋BIMデータで手戻りのないクレーン作業を実現

建設ディレクターがゼロから始める施工BIM
―バックオフィスから現場の課題解決へ。GLOOBEのサポートと“施工特化”機能が支えたBIM運用―

Vectorworksとの出会いとBIM導入

BIM活用で“採算性”の見極めをスピードアップ！
―カシワバラ・グラウンドが進めるTP-PLANNERによる不動産開発DX―

点群データ×Rebroで起こす施工図革命、施工現場のあらゆる問題への「答え（Answer）」を

梁の自動組立・溶接システムの開発とCAD連携

3Dを活用した出荷計画で変わる現場－鉄骨加工の新たな効率化戦略

Tekla Structuresが可能にする建築（Revit）、
設備・電気（Rebro）と金属加工（Solidworks & Inventor）の双方向メソッド
―BIM統合モデルの実施工への適用―

鉄骨ファブリケーターの未来を開くKAPシステムを核とした自動現寸・データベース運用の最前線

3Dスキャナーと配管モデリングで現地調査を革新した取り組み 

一貫計算から構造図作成・躯体数量算出まで

PLANEST ef の機器表取込みオプションの活用と効果

適正工期での受注を推進し将来にわたる担い手を確保するために ―工程表作成ソフトの導入と効果―

iPhoneで道路下の埋設管を“AR透視”！レフィクシアの「LRTK」で点群の普段使いが可能に
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建設DX、B IM /C IM38　　

ルの活用内容を明確にした上で、受注者

が３次元モデルを作成し、受発注者で活

用する。活用内容は「義務項目」「推奨項目」

に分けて設定している。

　義務項目は、出来上がり全体イメージの

確認など、視覚化による効果を中心に未

経験者でも取り組み可能なものとして内容

を設定しており、全ての詳細設計で義務

国土交通省 大臣官房 参事官（イノベーション）グループ 課長補佐　藤本 陽一

はじめに
BIM/CIMとは

　BIM/CIM（Bu i l d i ng /Cons t r uc t i on 

Information Modeling, Management）と

は、建設事業で取り扱う情報をデジタル

化することにより、調査・測量・設計・施

工・維持管理などの建設事業の各段階に

携わる受発注者のデータ活用・共有を容

易にし、建設事業全体における一連の建

設生産・管理システムの効率化を図ること

である。情報共有の手段として、３次元モ

デル（３次元形状＋属性情報）、点群データ、

２次元図面、GISデータなどの各種のデー

タを使用する（図-1）。

　国土交通省では、受発注者の生産性向

上を目的に、直轄土木業務・工事にBIM/

CIMを適用し、取り組むこととしている。

　本稿では、これまでのBIM/CIMの実施

状況、これらの実現に向けた最近のBIM/

CIMの取り組みについて紹介する。

BIM/CIMの実施状況
これまでの実施状況

　国土交通省では、業務については2012

年度から、工事については2013年度から

BIM/CIMの試行を進め、段階的にBIM/

CIM適用の対象を拡大してきた。また

2018年度には、i-Constructionモデル

事務所を設置して、各地方整備局などの

中のリーディング事務所として先導的な

BIM/CIMなどの取り組みを実施している。

2023年度からのBIM/CIM原則適用

　国土交通省では2023年度から、原則と

して全ての直轄土木工事・業務において、

BIM/CIMを適用している。原則適用では

（1）活用目的に応じた３次元モデルの作成・

活用、と（2）DS（Data-Sharing）の実施

にそれぞれ取り組むこととしている。

（1）活用目的に応じた３次元モデルの作成・活用

　業務・工事ごとに発注者が３次元モデ

項目を活用することとしている。また工事

についても、過年度の詳細設計業務で作

成された３次元モデルがあれば、義務項目

を実施することとしている（表-1、図-2）。

　推奨項目は、３次元モデルによる解析

などの高度な内容を含むもので、業務・工

事の特性に応じて活用することとしている

（表-2、図-3）。

図-1　BIM/CIM で使用する主なデータ

など

図-2 義務項目の例
（出来上がり全体イメージの確認）

図-3　推奨項目の例
（施工数量算出）

表-1　３次元モデルの活用 義務項目の例

表-2　３次元モデルの活用 推奨項目の例

国土交通省におけるBIM/CIMの取り組みについて
― BIM/CIMによる設計から施工へのデータ連携の推進 ―
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建築 B IM90　　

EUの「グリーンディール」に基づき2050年

までに炭素中立を目指し、再生可能エネル

ギーの拡大や建築分野でのエネルギー消

費削減に取り組んでいる。また、EU環境

政策にのっとり、循環型経済や廃棄物削減

も重要な課題とされている。

　本報告では、bSIサミットの最新情報を基

に、世界各地域におけるISO19650に基づい

たBIMプロジェクト推進の状況、openBIM

活用の最新状況について紹介する。

サミット概要
基調講演概要

　今回のサミット会議の基調講演プログラ

ムは、建設業界やデジタルエンジニアリン

グ分野における協働、オープンスタンダー

ド、業界連携といった重要テーマに基づき、

未来志向の議論や知見共有を目的として

いる。基調講演セッションは、プレゼンテー

ション、パネルディスカッション、TEDトー

ク形式など、多様な形式で構成されている。

サミット会議全体を通じて、以下の方向性

が示された。

●協働とオープンスタンダードの重要性：

建設業界における協働の重要性と、

openBIM活用の推進が議論されている。

BIMプロセスの個別最適化ではなく、業

界全体の効率性と成果向上を目指す動き

が強調されている。

●建設業における循環型経済の促進と持

続可能性向上：建設業界を含むさまざ

まな産業で製品に関する情報をデジタ

ル化して追跡可能にし、循環型経済の

促進と持続可能性の向上を目的とした

デジタルプロダクトパスポート（DPP：

Digital Product Passport） とBIM

データ連携の重要性が指摘された。

●持続的な学習とスキルの向上：国際

BIMプロフェッショナル認証プログラム

の現況と、ドイツ支部、オーストリア支

部を中心に展開されている実践編の最

新情報が共有された。日本でも実施さ

サミット会議が開催された（図-1）。49カ国

から登録者765名（650名が来場）が参加、

特に日本支部からは58名が登録し、全体

で第２位の参加規模となった（図-2）。

　今年はドイツ支部設立30周年というこ

とで、30周年記念イベントがサミット会議

期間中に開催された。ドイツの建設投資に

おいては、再生可能エネルギー関連分野が

活発化しており、送電網ならびに蓄電設備

の整備が進展している。一方、住宅建設

は金利上昇の影響を受け、減速傾向にある。

エネルギー市場においては、原子力発電の

全廃を受けて再生可能エネルギーが主力電

源となり、2024年には総発電量の６割を

占めるに至った。うち太陽光および風力発

電の比率は５割近くに達しており、季節変

動への対応および電力系統の安定化が今

後の重要課題である。エネルギー政策では、

一般社団法人buildingSMART Japan 理事（技術フェロー）
鹿島建設株式会社

足達 嘉信 博士（工学）

はじめに
　一般社団法人buildingSMART Japan

（以下、bSJ）は、建設業界におけるデー

タ流通・相互運用の促進を目的として、国

際組織buildingSMART International

（bSI）の日本支部として1996年に設立さ

れ、BIMデータの国際標準規格であるIFC

（Industry Foundation Classes）や、BIM

推進に関連する標準化活動を、国際標準

化機構（ISO）、欧州標準化員会（CEN）な

どと協調しながら推進してきている。近年、

南米からメキシコ支部、エクアドル支部な

どが新たにbSIに加盟している。

　2025年９月には、世界各地からBIM関

係者がドイツ・ベルリンに集い、建設産業

におけるデジタル化についての標準化や実

用化に向けての情報共有、議論を行うbSI

海外におけるBIM動向（ドイツ・ベルリンサミット報告）
―生成AI・IoT分野とのopenBIM連携へ ― 

図-1　buildingSMART支部の状況（2025年）

図-2　buildingSMARTドイツ・ベルリンサミットの全体会議場


